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Abstract 


Investigations on the swarm of Culex tritaeniorhynchus were carried out in the field in 
villages around Nagasaki and Isahaya Cities during from early spring through late autumn 
in 1965 and 1966. The swarms were ellipsoid, typically about 0.7x1.0-1.5m, in shape, 
and formed in the air at about 1.5m height, usually obliquely and sometimes right above 
the swells of grasses or shrubs; frequently by the dry ice traps; and sometimes under the 

-eaves of animal sheds as shown in Figs. land 2. A swarm started usually at about sun- - 
set and progressed through an increasing phase for 10 minutes, to a prosperous phase for 
some 15 minutes when the swarm contained one to two hundred males, and through a 
decreasing phase for some ten minutes they disappeared as shown in Fig.3. The- 
starting time of the swarm was roughly parallel with the sunset time during the periods 
from April to June and after mid-October, while in from July to September the starting 
time became late by 10 to 15 minutes (Fig. 4). When compared the seasonal prevalence 
of the population density in the swarms (males) which were found within a definite area 
and that of females which were found in a pig-shed, it was found that : In May and April, 
hibernated females were only found; from the end of April through the end of August the 
two prevalence curves passed over roüghly in parallel; while, on September a sudden and 
great fall in the density of females took place and thereafter, in spite of near absence of 
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females, the males continued to swarm till the beginning of November (Fig. 5D. The 
female rate to the total number of mosquitoes found in the typical swarm usually formed 
in the field was roughly 2.3% in an average and 9.195. in a maximal case. The rate was 
as high as 14.3% for average and 25.7% for maximum in the swarm formed by the dry 
ice traps probably owing to the joining to the swarm of the females which were attracted 
to COs gas. The rate was intermediate between the above two in the case of the swarm 
formed under the eaves of animal-sheds. Seasonally, the rate was higher during the active 
feeding season of the mosquito than in those days when females had éntered hibernation. 
During the process of swarming, the rate became higher in the decreasing phase owing 
to the gradual disappeating of males (Table 1). The swarm was formed at down, though 
for a shorter period and in.a smaller scale than those formed in the evening. Within the 
swarm of this mosquito, mosquitoes of | seven other species were found in a rare cases and 
in a very small numbers. The swarming of C. tritaeniorhynchus is considered to be closely 


related to the mating as mating is very frequently observed within the swarm. 
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ENS OEC 53327242 Culex する 当っ て 極め て 重要 で ある に か か わら ず , いま ま 


dritaeniorhynchus の 生 能 を 明らか (に する と と は , A0 
疫学 を 解明 する 上 た 必要 欠く べから ざる と こと で あ る . 
CORDEROS BT, 群 飛 こ 関す る 研究 は , 本 種 の 生 


_ 活 史 を 理解 し , ある い に 実 験 室内 で の 交尾 条件 を 設定 
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_ 群 飛 の 調査 を お と な っ た と と ろ は , 長崎 市 ある い は 
諫早 市 近郊 の , 農村 地帯 の 数 部 落 で , 各部 落 付近 の 小 
高い 山 の 麓 や 谷 あ い の , 石垣 や 土手 で 築 か れ た 階段 状 
の 水田 が 多く , 山 艦 や 土手 , 道路 が わ に 褐 木 や スス キ な 
どの 植物 の 群生 し て いる よう な 場所 を 選ん だ . と の よ 
うな 場所 で , 日 没 前 か ら 暗 黒 に な る まで の あい だ に , 
コガ タ ア カイ エ カ の 群 飛 を 探し , それ が 発見 され た 場 
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コガ タ ア カイ エ カ の 群 飛 が 普通 に 見 られ る 場所 を , 
模式 的 と 第 1 図 に 示し , その 実例 と し て , 実際 に 群 飛 
が 観 究 され た 場所 の 写真 を 第 2 図 に 示し た . と れ ら の 
図 か ら 明 ら か な よう に , 周囲 より も 一 段 と 高まっ た , 
突出 物 の 近く で 群 飛 が 多く 観察 され た . 例え ば , 草 生 
え 中 の 高い 草 株 , 平ら な 路面 に 接し た イネ 列 の 盛り 上 
330, 1 へ 1.5 妨 程度 の 高 さ の 浴 木 , 溝 わ き の 草 むら な 
どの 上 また は 斜め 上 方 , 家 畜舎 の 軒先 , な どの よう な 
目 然 環境 下 で み ら れ る の が 普通 で ある が , 時 に は 水田 


で ほとん ど 全 く な され て いな か っ た . 著者 ら は , 1965 
年 お よび 1966 年 の 早春 か ら 晩 秋 ま で , 長崎 , 諫早 両市 
近郊 の 表 部 落 に お いて , 本 種 の 群 飛 に つい て の 調査 を 
お と な っ た の で 報告 する . 


方 HX 


合 に は , その 地点 の 特徴 。 群 飛 出現 の 時 刻 と その 持続 
時 間 , 一 定 地 域内 に み ら れ る 群 飛 の 数 , お よび 群 飛 を 
構成 す る 合 の 概数 と その 中 の 時 の 概数 な ど に つい て 観 
宏 調 査 し た . また , 必要 (に 応じ て 群 飛 中 の 表 を 捕虫 綱 
で すく い 採 り , 実験 室 に も ち 帰 っ て 早 全 の 数 を 算定 し 
T 


2 NE 


わき 設置 し た ドラ イア イス トラ ッ プ の よう な , 一 時 
的 人工 的 構造 物 の 斜め 上 方 な ど で み られ る と と も ある . 
群 飛 は 一 般 C, 地上 か ら 約 1.5 み の 空間 に , は ば 0.7※ 
1.0 ン 1.5 娘 の 椿 円 体 (仮り に と れ を 群 飛 体 と 呼ぶ ) と し 
て 観察 き さ れ る と と が 多い . 時 に , 数 個 か ら 10 数 個 くら 
い の 群 飛 体 が 横 ( に 1 列 に 並ん で , 非常 に 細長 い 1 つの 
群 飛 体 群 が 形成 され る と と も ある . WEB, 
頭 を 風 上 に 向け た 姿勢 で . し ば らく 静止 に 近い 状態 に 


見 えた り , 群 飛 体内 を 前 後 , 上 下 に 飛び 続け た りす る . 
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. Fig.l. Sites where swarms of Culex 
tritaeniorhynchus are usually found, naturally 
(A) or when dry ice traps are set (B). 
Circles represent the sites of the swarm. 


無風 の と き の 帆 の 向き は , その 辺 ひ の 群 飛 の 成立 に 対 


し て 球 幸 的 要因 と な っ た と 思わ れる 物体 へ の 方 向 で あ 
る . 強い 鳳 が 吹い た り , 観察 者 が 近 よ っ た りす る と , 


群 飛 体 は 多少 移動 し た り , 一 時 的 に 
し た りす る 。. 
群 飛 体 の 形成 は , は じ め 5 ~10 便 体 の な に 始 まり , 


条 10 分 間 の うち に 眉 階 的 に 増加 し (増加 期 ), 普通 に は 
100200 個 体 く らい の 集団 と な っ て 15 分 間 く らい 持続 
TZR. KORARA BREND L, i 
少 期 ), Blk» 550—404 CREE 5. と この よう な 群 飛 
休 の 合 の 密度 の 変化 に つい て , 盛夏 に 観察 し た 1 例 を 
第 3 図 に 示す. 照度 が 約 180 Lux の 頃 か ら 群 飛 が 形 
成 さ れ 始 め , 0 Lux に な っ て か ら 約 15 分 後に 消滅 し 
た が , 次 に 述べ る よう に , 群 飛 体 の 形成 と 照度 と の 関 
係 は 季節 に よっ て ちがっ て いる . 最初 の 群 飛 が み ら れ 
た 4 月 下旬 か ら , 最後 の 11 月 下旬 まで の 間 の , SERA 
の 出現 時 刻 の 季節 的 変 変化 を 第 4 図 に 示す . と の 図 か ら 
明らか な よう に , 出現 時 刻 は , 季節 的 な 日 没 時 刻 の 変 
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Fig.3. Transition in the population density of 
the swarm of Culex tritaeniorhynchus observed. 
in an evening in summer, 


変形 ある い は 消滅 
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_ 化 と , 大 体 に お いて に は 平行 的 で ある が , 厳密 に いえ ば , 


FECL T, ある 傾向 の 歪み が 出 て くる . 例え ば 
開始 時 刻 に つい て みる と , 4 月 下旬 一 6 月 中 旬 に は 日 
没 前 後 で も っ た も の が , 次 第 に 遅く な り , 7 一 9 月 の 
高温 の 時 期 に は 日 没後 約 10 一 15 分 と な り , 10 月 に 入る 
と また 次 第 に 早く な っ て , 年 に よっ て 多少 ちがう が , 
10 月 中 旬 以 降 に は 再び 日 没 時 刻 頃 と な る . 


一 定 地域 内 で み ら れ る , 群 飛 体 の 数 と 各 群 飛 体 の 構 


成る 数 と か ら , 合 個体 群 の 密度 を 推定 し て , 定期 的 に 
観察 を 続け れ ば , その 地域 内 の の 個体 若 密 度 の , F 
節 的 消長 を 知る と と が で きる . CNE, 一 定 方 法 に よ 


っ て 豚舎 で 夜間 採集 し て 得 ら れる 宇 個 体 群 の , 季節 的 


消長 と を 比較 し て みる と と は , 生態 学 的 に 必要 か つ 興 


_ 味 ある と と だ と 思わ れ た の で , 1966 8 ji»5 Rit 


落 の A 地 で , 豚舎 で の 採集 と , 群 飛 が 出現 し 始め て か 


ら は 群 飛 の 観察 と を 続け た が , 8 月 上 旬 か ら は や む を 


得 な い 事情 の た め , 群 飛 の 観察 を B 地 で 続け た . そ 
の 調査 結果 は 第 5 図示 す 通 り で ある . BFPRO 
活動 は 3 月 中 旬 か ら み られ て 4 月 下旬 に 及 信 が , と の 
間 さ の 群 飛 は 勿論 まっ た く 観 察 さ れ な い . BEES IR 
動 が 衰え 新生 成虫 の 羽化 が 始ま る 4 月 下旬 どろ か ら , 

極 く 密 度 の 低い 合 の 群 飛 が 見 られ 始め , その 後 。 新生 
成虫 の 増加 と ほぼ 平行 的 に 群 飛 合 の 個体 数 も 増加 
L, 7 月 に は 早 合 共に 盛ん な 活動 が み ら れ る . で は , 
8 月 に 入る と 減少 の 傾向 が 現われ 始め , 9 月 に な る と 
極度 に 少な く な り , 10 月 に は 殆 ん ど 全 く 採 集 さ れ な く 
な る . と れ 対 し て 全 は 
動 し , その 後 個体 数 は 減少 する が , 11 月 上 名 ま で か な 
り の 程度 に 活動 し て いる と と が わか る . と の よう に , 謗 
らく 多く の 告 が 越 年 に 入る と 思わ れる 9 B. ES, 

な お 2 人 箇月 も の あい だ の 藻 飛 が 続け られ る と と は 


ま と と 興味 の ある と と で ある . 


若干 の 群 飛 体 に つい て , 群 形成 過程 上 の 各 期 に , EE 
飛 中 の 一 定 個体 菩 を 採集 し て 時 合 を 人 算定 し た . TOR 
績 を , 〒 共 に 活動 の 盛ん な 6 — 8 月 , や は 依然 活発 だ 
が エ の 多く が 越 年 に 入る で あろ う 9H, お よび る の 数 
に 至る 10 月 以降 ,。 の 53 季 に 分 け 
て 集計 する と 第 1 表 の 通り で ある . と の 表 で は また , 
野外 で 普通 に み ら れ る 定形 的 な 群 飛 と , SESS? 
た め の ド ライ アイ スト ラッ プ の 近く 生じ る 群 飛 こ , 


弟 舎 の 近く で み ら れ る 和 群 飛 と に 分 け て 表示 し た . CE 
で 注意 を 要する と と は , 第 4 図 か ら も 判る よう に , 群 飛 
の 観察 は 多数 回 お と な っ た が , 早 合 の 割合 を みる た め 


の 採集 回 数 は , 場所 や 時 期 に よっ て まち まち で , 非常 


て 少な か っ た と と も ある の で , と の 表 か ら 正 確 な 群 飛 


9 月 上 旬 ど ろ ま で 盛ん 区 活 . 
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Fig. 2. Pictures showing swarming sites (indicated by x) of Culoz tritaeniorhynckus 


テア イス 付近 で は 6 一 7 月 に 断然 高く , 9 月 に や や 減少 


し か し 大 体 の 傾向 は うか が い 得る よう (に 思わ れる . 第 し て 10 月 以降 に は 非常 に 少な く な る . 定形 的 群 飛 C く 
ら べ 全体 と し て 非常 に 高い が , と れ は 早 が 既に ドラ イ 


1 表 か ら 判 る よう に , 季節 的 に みる と , 定形 的 笑 飛 で 

は , や の 比率 が 9 月 に 特に 高く て 10 月 以後 は 特に 低い 。 アイ ス K 誘 引き れ て き て いる と と が 原因 で あろ う . $ 
cA, 戦 最 盛 期 の 7, 8 月 は 採集 回 数 を ふ や せ ば 〒 が も 舎 の 軒先 で の 場合 は 5 一 7 月 に し か 採集 が な され て い 

っ と 高 率 に 見 られ た の で は な いか と 思わ れる . ド ライ な い が , 普通 形 の 場合 より も 高く , FLEECES S 


行動 の 分 析 を お と な う の は 困難 だ と いう こと で ある . 
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Fig. 4. Seasonal change in the swarming time of Culex tritaeniorhynchus observed 
around Nagasaki and Isahaya Cities in.1965 and 1966. Solid curved line shows the 

. time of sunset; dotted one the time of becoming zero Lux in light intensity. Vertical 

line shows the duration in minutes of swarming, the peak in its Cy being shown 
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Fig.5. Seasonal change in the number of males 
at the prosperous phase of the swarm each in 
A and B sites in Kaizu Village, in comparison 

with the change in that of females collected 
at a pig-shed near A site. 
ーー en in numder of male swarm at A 
site. — `: The same at B site, …… : Number 
of females collected at a pig-shed. 


Nov. 


れる と と と 関係 が ある よう に 思わ れる . 次 に , BON 


雅 の 増加 ・ 最 艇 ・ 減 少 の 各 期 別に 比率 を みる と , 定形 。 


by an circle on the line. 


的 群 飛 で は 減少 期 に 特に 高い 、 と これ は と の 期 に な が 姿 
を 消し て いく と と や , 早 の 吸血 活動 が 活発 に な り 始 め 
る と と と 関係 が ある よう に 思わ れる . ドラ イア イス ト 
ラッ プ で は 多く の 場合 , 先 づ の 群 飛 が 生じ 引き 続い 


て 呈 の COs へ の 誘引 飛来 が ある の で , 群 飛 中 の 豆 の 割 


合 は 高く , 常に 定形 的 な 群 飛 で より も 高 率 に な る の だ 
が , 飛来 する 早 は トラ ッ プ に よっ て 逐次 採集 され て い 
く の で , 減少 期 に お ける 比率 の 高まり が 特に 著しく は 
現われ な い の で あろ う . 音 舎 近 く で の 場合 は , CORR 
が 始ま る 頃 , すでに 畜舎 内 に いた 時 が 外 へ 飛び 出し て 
くる の で と の 頃 特 に 〒 が 高 率 に , また 減少 期 の 頃 に 千 
が 吸血 活動 を 始め る の で 再び 高く な る の で は な いか と 


思わ れる . 以上 を 要する に , 叶 が COs や 動物 に 誘引 さ . 


れる よう な 場所 に お ける 群 飛 で は , 定形 的 な 野外 で の 
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Tabel ]. Female rates at the three phases of the swarm of Culex 00266600 


observed under different conditions in 1965 and 1966, 


—— 


S Phase 


Increasing 2 I 
Catches | No, |No.INo |% 時 | No, |No, % 9| No [No | ES No No] 9$ Q 
of of | of to of of to of of to of | of to 
Duration Coll, | & | & | Total| Coll. | 9. x Total| Coll, | €. | S | Total| 9. ! 4 | Total 
Typical swarms at field | 
_ Jul, 14 一 Aug. 30 L| 1| é L161| 2 | i|11098| 2 | 1|1408| 3|276 108 
Sept, 5—29 4 | 2| 47 408| 4 | 7|137 486| 3 |24|240 9,09 | 33 | 424| 7,22 
Oct, 3—Nov, 7 9 | 2|3580,56| 9 | 1/445022| 9 | 3 7| 1.07 6 |1080| 0,52 
Total | 14 | 5 | 466| 1.06 | | 9 | 683 1.30 | 14 | 28 | 631| 4,25 | 42 |1780 2.34 
| Swarms near dry ice traps | i 
Jun.27— Jul. 31 6 |53 |167| 24,09. 7 |sı |409" 16,53] 4 | s4 | 156 25.71| 188. 732; 20.43 
Sept, 12—2 5 | 6| 87 6.45 4 |20|193 9.39 1 | 4| 27| 12,90, 30 307 8.90 
Oct, 11—Nov. 23 4 | 0| 78 0.00 4 | 2|103| 1.90 4 | 1|101 0.98 3 282 1.05 
| Total | 15 | 59 | 332| 15.09 15 Ios | 705, 12.78 | 59 | 244| 17, 20, 221/1321| 14. 38 
| Swarms near animal-sheds | 
May31 一 ul. 12 | 3 | | 4 18. 52 3 | 6 | 332| 1.78 | | 1| 18. 5. 26 17| 394 414 
群 飛 の も の より も 和 申 の 比率 が 高く な り 季 節 的 (に は 暫 の 交尾 も 認め られ た . 


発生 が 減衰 し な い 時 期 に 豆 率 は 高く , 時 間 的 に は 群 飛 
の 減少 期 に 率 が 高く な る と と が わか る 

以上 は , 夕方 に み ら れ る 群 飛 につい て で ある が , E 
明け 頃 に も , 本 種 の 群 飛 が 形成 され る と と を 確か め 得 
た の で , と と に 付 言 する と , 1965 年 9 月 2 日 と 1966 年 
9 月 13 日 と に , 各 前 日 の 夕方 と か な り 盛 ん な 群 飛 の み 
られ た 地点 で , 日 の 出前 約 30 分 か ら , 12 一 15 分 間 に わ 
た る 短 時 間 の , 規模 の 小さ い 群 飛 が 観察 され , 数 回 の 


政 の 群 飛 に つい て は 古く か ら 和 観察 が な され て いる が , 
その 意義 に つい て の 見 解 は 必ず し ゃ 一 致し て いな い . 
その 一 つ は , 合 の 群 飛 が 交尾 と は 無関係 だ と する 考え 
で あつ て , 例え ば Mielsen & Greve (1950) は Aedes 
Ae. Culex pipiens な ど だ に だ つ いて, 
また Nielsen & Nielsen (1953) は Aedes taentorhyn- 
chus (こつ いて の 観察 か ら , 結局 , 群 飛 は それ 自体 を 
目的 と する 消耗 的 な 行動 の 1 種 で ある と 結論 し て いる . 
と れ に 対し て いま 1 つの 考え は , 合 の 群 飛 は 交尾 と 密 
接 な 関係 が ある と する も の で あっ て , 多く の 研究 者 に 
よっ て 支 持 され て いる , より 一 般 的 な 見 解 で ある . 
‘Culiseta inornata の よう だ 全く 群 飛 を 形成 し な い 種 類 
も ある (Rempel,1953) の で , 敷 の 交尾 が 例外 な し に 全 


canías, communis, 


Total 


コガ タ ア カイ エ カ の 群 飛 に は , v4 nd 73 Ades 
シナ ハマ ダラ カ ns オオ ク 
アカ イエ カ Gulex 
pipiens pallens, コガ タク ロウ スズ スカ C. hayashii, 
ハシ イエ カ G. アシ マダ ラ ヌ マカ Mansonia 
な どの 別種 の 敷 や 、 ユスリカ な どの 混入 し 
て いる と と が ある が , その よう な 例 は 比較 的 稀 で , E 


vexans, Sinensis, 


ロ ヤ ブ カ Armigeres subalbatus, 
w 
vishnui, 


uniformis 


た その 個体 数 も 非常 に 少な い . 


議 


の 群 飛 こ 関 連 し て 起 る と する (Bate, 1949) の は ゆき 
すぎ か も し れ な い が , 少な く と も ある 種 の 明 で は , S 
の 群 飛 中 で の 交尾 が 観察 され て いる の で , BRZE 
こ が 全 く 無 関係 だ と する 考え も ゆき すぎ で あろ う . 
著者 ら が 観察 し た コガ タ ア カイ エ カ の 場合 に は , S 
OEC, 年 と の 交尾 個体 が か な り 展 々 観察 され る 
事実 と , 累代 飼 到 の 少な く と も 初期 に は , SORRE 
成 に 充分 と 考え られ る か な り 大 き な 和 井 を 用 いな けれ ば , 
の 受精 率 だ は と ん ど 0 で ある 事実 な どか ら 。, SOR 
飛 は 交尾 と 密接 な 関係 C あ る と 考え られ る 。. | 
合 の 群 飛 形成 に , 刺 埋 的 に 働く 物体 CSarm marker) 
が 在 在 する と いう 点 で は , いづ れ の 研究 者 の 報告 に お 
いて も ゃ 一 致し て いる . Downed (1958) は 更に SOA 


n 


e 
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TIE l 9.4 Swarm marker た 誘引 きれ, 従っ て 群 飛 中 


で 〒 全 が より 能率 的 に 交尾 する で あろ うと 考え た . Q 
の 群 飛 は Hocking (1953) に よっ て Aedes punctor IZ 
お いて 観察 され , 著者 ら も コガ が タ ア カイ エ カ の 光 が , 
地面 か ら 突 出し た スス キ や 観察 者 の 近く で 群 飛行 動 を 
する と と を 展 々 みて いる の で , Downed (1958) の 
SARIZ, か な り 一 般 的 な の か も し れ な い . 
と と で 興味 ある と と は , Boo ea, 

KOE 類 に よっ て か な り 異 っ て いる と と で 、 Omori 


m 


. 1965, 1966 年 の 早春 か ら 晩 秋 に か け て , 長崎 ・ 諫 早 


両市 近郊 の , 数 部 落 の 水田 地帯 で コガ タ ア カイ エ カ 
の 群 飛 に つい て の 観察 調査 を お と な っ た . | 
た け の 高い 草 株 , 石垣 , HER, 畜舎 の 軒先 , 水田 わ 
き に 設置 し た ドラ イア イス トラ ッ プ な どの よう に , M 
囲 か ら 一 段 と 高く 突出 し た 物体 の 上 また は 斜め 上 に 
人 
て 群 飛 の 形成 され る と と が 多 

BOR jap doit i 以後 約 10 分 間 
OE RISICHUU S" SION, 3. 5 46100 20008 c 
ら な る 15 分 間 く らい の 最盛 期 , 約 10 分 間 の 段階 的 な 数 
の 減少 を 示す 減少 期 を 経て 解散 に 至る . 

ERDE, 最初 に み ら れ た 4 月 下旬 か ら , 最後 に み ら れ 
た 11 月 下旬 まで を 通じ て , 群 飛 の 開始 時 刻 は , 大 体 に 
お いて は 日 没 時 刻 の 季節 的 変化 と 平行 的 で ある が , 季 
節 に よる 歪み も ぁみ られ る . すなわち, 4 一 6 月 た は 群 
飛 は 日 没 頃 に 始ま る が , 7 一 9 月 に は 10 一 15 分 も 遅く 
始ま り , 10 月 中 旬 以 降 は 再び 日 没 頃 開 始 さ れる . 
一 定 方 法 で 観察 し た 群 飛 の , 合 の 個体 群 密度 の 季節 


的 消長 と , 豚舎 で 定期 的 に 採集 し た 品 の それ と を 比較 


する と , 3 一 4 月 に は 越 年 品 だ けが 採集 され , 4 月 末 新 
生成 虫 の 発生 以後 は , 合 と 品 と は ほぼ 平行 的 に 消長 す 
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533, 
く な る . し か し 会 は 9 月 に は な お 盛ん に 活動 し て お り , 


(1954) の 観察 よれ ば , ゃ の 割合 は デア みみ イエ カク 
で は 約 1《% で あり ,。 アカ イエ カ 群 飛 中 に 混入 し た コガ 
タ ア カイ エ カ で は 倒 よ り も る 和 早 の 方 が 多く , また 著者 ら 
の 観察 し た コガ タ ア カイ エ カ で は , 季節 的 に 多少 の 変 
動 は ある が , 平均 約 8 % と , アカ イエ カ の 場合 より も 
朋 ら か に 高い , 両 種 の とこ の 率 の 差 は , Swarm marker 
に 対す る 叶 の 誘引 され る 程度 に も と づく も の か も し れ 
な い が , と の 点 に つい て は 更に 今後 の 研究 が 必要 で あ 
ろう . | 
要 


9 月 に 入る と 早 は 急 張 に 減 少し ほとん ど 採 れ な 


_ 10 月 に お いて さえ か な り 活 動 し て 11 月 上 旬 ま で 続く . 


C 


DU . 


oo 


史 が 越 年 に 入る と 思わ れる 9 月 上 旬 以 後 会 の 群 飛 が 
な お 11 月 上 句 まで 続い て 観察 きれ る と と は 極め て 興味 
の ある と と で ある . 

群 飛 中 に 見 出 だ さ れる 千 の 割合 に つい て は , 時 期 に 
より 場所 に よっ て 調査 回 数 が まち まち で あり 非常 に 少 
な い 場 合 も ある の で , 決定 的 な 結論 は 下 し 得 な い が , XE 
期 的 な 野外 で の 群 飛 の 場合 に は , 最高 9.1%, 平均 的 
と は 約 2.2% で ある が , 早 を 誘引 する た め 刀 
ドラ イア イス トラ ッ プ 付近 で の も の で は 最高 25.7%, 
平均 的 に は 約 14.3% と 非常 に 高い . 畜舎 付近 で み ら れ 


る も の で は , 早 の 比率 が それ ら の 中 間 に く る . 季節 的 


(こみ る と , 表 の 発生 が 盛ん な 時 期 に 高く , 10 月 以後 は 
極め て 低く な る . 時 間 的 に は , 群 飛 の 減少 期 に 特に 高 
く な る 傾向 が み ら れ る . 

朝方 , 日 の 出前 約 30 分 か ら , 12 一 15 分 位 の あい だ , 
小 規 模 で 継続 時 間 の 短 か い 群 飛 の 生じ る と と を 確認 し 
a 

本 種 の 妖 飛 中 に は , 他 の 7 種 の 理 が 採集 され た が , そ 


の よう な 例 は 比較 的 稀 で あり , 個体 数 も 極め て 少な い . 
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